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はじめに

　スポーツはスポーツ、医学は医学である。それは当たり前のことだ

が、スポーツと医学は別物でありながら深い関連がある。共通している

のは、どちらも「からだ」なしに考えられないということである。「か

らだを扱う」と言うこともできる。

　しかし、繰り返すが、スポーツはスポーツであり、医学は医学であって、

共通している部分はあっても、同じフィールドで論じられることは少な

い。一方で、「スポーツ医学（スポーツメディスン）」「スポーツドク

ター（スポーツ医）」「スポーツ整形外科（医）」「スポーツクリニック」

という言葉も一般的になり、医師や医師志望者だけでなく、理学療法士、

柔道整復師、鍼灸・指圧・マッサージ師といった医療従事者、その志望

者でスポーツに関心を寄せている人は多く、実際に治療、研究、指導に

関わる人も多い。また、「アスレティックトレーナー」というアスリー

トの健康管理、受傷時の応急処置から手術や治療後の競技復帰、日々の

コンディショニングなどに携わる専門職を目指す若者も少なくない。

　本書では、その「スポーツ医学」（私は「スポーツメディスン

sportsmedicine」と一語で呼んできたが、それについては後述）という

分野で編集者として 30年以上携わってきた経験から、最終的には、「ス

ポーツ」と「医学」という「ふたつの領域」にまたがることでみえてく

る「ひとつの世界」を描ければと考えている。そこからみえてくるもの

は、大袈裟にいうと人類普遍的なもの、あるいは日本独自のものも含ま

れるが、「人として生きていく」、その人の集まりである社会の今後に対

して、有益な方向性を示していると思うからである。

　よろしくおつきあいのほどお願いします。
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 スポーツとの出会い

　私たちは普段、特に何も考えることなく「スポーツ」という言葉を

使ったり、見聞きしています。スポーツニュース、スポーツ選手、スポー

ツ新聞、スポーツ番組、スポーツシューズ、スポーツウエア、スポーツ

コーナー、スポーツイベント……。テレビやラジオ、新聞・雑誌、イン

ターネット、どのメディアでもスポーツの情報は欠かせないものになっ

ています。それくらい身近にあるスポーツですが、では「スポーツとは

何か？」となると、けっこうむずかしい問題になるようです。

　玉木正之氏は、スポーツの定義について「学者の数ほど定義がある」

（スポーツとは何か、講談社現代新書、1999）と記していますが、なぜ

そうなのでしょう。人が行う運動（身体活動）は幅広く、また「ニュー

スポーツ」と呼ばれる新しい「競技」もどんどん生まれ、「Xスポーツ」

というものも出てきました。どこまでをスポーツというのか、なぜス

ポーツの範疇に入れたのか（外したのか）については、それぞれ定義す

る人の考えで分かれてきます。本書は学術論文ではありませんので、も

う少し身近な経験から考えてみましょう。

　みなさんの「スポーツとの最初の出会い」はいつ、何だったでしょう

か。幼稚園や保育所での運動会？　これを覚えている人は少ないでしょ

うね。では、小学校の運動会？　体育の授業？　お父さんやお母さん、

あるいは兄弟姉妹が始めた水泳やサッカー、野球、体操、剣道、柔道、

空手などの教室（道場）？　友だちとやった草野球？　ワン・オン・ワ

ンのバスケットボール？
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　これらすべて、最初は多くの人がそれを「スポーツ」とは思わなかっ

たと思います。それがスポーツかなんて小難しいことではなく、サッカー

ならサッカー、野球なら野球と思っていた。多分、そうだと思います。じゃ

あ、サッカーや野球はスポーツではないかというと、誰もそうは思わず、

スポーツですよと言う。では、サッカーをしている人、野球をしている

人は、自分のことを「スポーツ選手」と言うでしょうか。まず言わない

でしょう。「サッカーをやっています」か、かしこまって言えば「サッカー

選手」が普通でしょう。

　私には「スポーツ選手」は今ではどこか違和感を生じる言葉のように

思われます。実際に、メディアでは、むしろ「アスリート」という言葉

のほうが増えてきたように感じられます。なぜでしょう。スポーツ選手

とよく似た言葉に「スポーツマン」があります。「マン」は「男」だから、

女性の場合は「スポーツウーマン」と呼ぶということもありましたが、「ビ

ジネスマン」と「ビジネスウーマン」という言い方より、「ビジネスパー

ソン」で一緒にする流れのほうが強くなり、じゃあ、スポーツマン・ス

ポーツウーマンも面倒だから「アスリート」でいっしょくたにしようと

いうことかもしれません（あるいはアスリートという言葉の新鮮さが受

けたのかもしれません。また別の意味もあったかもしれませんが、それ

については後述します）。

　しかし、この「スポーツマン」はまだけっこう使われていて、典型的

な例が「スポーツマンシップ」です。「スポーツウーマンシップ」はゴ

ロが悪いので、「マン」と「ウーマン」を区別せず「スポーツパーソンシッ

プ」と呼ぶところもありますが、「スポーツパーソン」自体がまだこな
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れていない言葉だと思わざるを得ません。

　もうひとつ「彼はスポーツマンだから」というような表現はまだ使わ

れているのではないでしょうか。あるいは「スポーツマンタイプ」とい

う言葉もまだ生きているでしょう。しかし、これはスポーツの世界では

ほとんど聞かない言葉です。それはそうですね。自分たちが「スポーツ

マン」なのだから、あえてそういう言葉を使う必要はない。むしろ、競

技を特定することになるでしょう。「スポーツマン」同士が会えば、「競

技（種目）は何？」という質問がなされることが多いだろうと想像され

ます。

　ここで付け加えたいのですが、「スポーツマン Sportsman」という言

葉は本来はとてもよい響きがあるものでした（今でも英語ではそうなの

だと思います）。少し引用してみます。

「今日、我々が目にするスポーツは、19世紀の大英帝国の発展とともに

世界に拡がった。当時は、今日とは大きく異なり『スポーツマン』が即

ち『ジェントルマン』の時代だった。19世紀の後半、英国の教育思潮は『ア

スレティシズム』と呼ばれ、スポーツによる人格形成を目指したものだっ

た。」（神戸 スポーツはじめ物語、高木應光著、神戸新聞総合センター、

2006、p.9より）

　この本の著者は、18世紀末から 19世紀前半、つまり産業革命の時代、

イングランドのパブリックスクールでは学園紛争で荒れていたが、ラグ

ビー校が勉学とスポーツに秀でた文武両道の最上級生を「プリフェクト」

と呼ぶリーダーに選び、校内の自治権を委ねた。このプリフェクトのリー

ダーシップのもとで、週 3日、放課後にクリケットやフットボール（ま
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だサッカーやラグビーに至っていない前段階のもの）のチームゲームを

行った。校内秩序が回復した証拠で、学内改革が成功、その成功モデル

にならい、他校も改革を進めた。要約するとこのように記し、次にこう

述べています。

「このように、英国の理想的人物像・ジェントルマンの育成にスポーツ

が用いられた。闘争的なスポーツ場面にあってもフェアーな行為、ジェ

ントルマンのような行動ができる人物を教育の目標としたのだ。やがて

19世紀後半、アスレティシズムの伸展とともに『スポーツマン』とい

う言葉は、単に『スポーツをする人』を意味するのではなく、『上品で、

潔い、立派な、優秀で尊敬に値する人』と解釈されるようになった。また、

『スポーツマン』は、時間的にも経済的にも上流階級に属していること

を意味し、ノブレス・オブリージュ（上流階級の社会的責任）も課せら

れた。すなわち『スポーツマン』は、『ジェントルマン』と同意語になっ

たのだった。」（同書、p.10-11）

　ちょっとむずかしくなりましたが、こういう文章を読むと、アメ

リカンフットボールにある「アンスポーツマンライクコンダクト

unsportsmanlike conduct」（スポーツマンらしくない行為）という反則

を思い出します。今はどうかわかりませんが、私が学生のころやってい

たラグビーでも、レフェリーはスポーツマンらしくない行為と判断する

と、レフェリーの判断で反則を取っていました（我がチームは大声で指

示を叫んでいたのですが、その度が過ぎていると判断したのでしょう。

「大声ペナルティー」と言われたことがあります。冗談ではなく、本当

のことです）。
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　イングランドで言われた「スポーツマン」は今日本でいう「スポーツ

マン」とはかなり意味合いが異なりますが、スポーツをする人は「潔い、

立派な、優秀で尊敬に値する人」であってほしいという気持ちは多くの

人にあるのではないでしょうか。

 選手、監督、アスリート

　スポーツの世界では、もちろんスポーツ選手と呼ばず、単に「選手」

といいます。そしてアメリカでヘッドコーチと呼ばれる存在は「監督」

といいます。アメリカでも野球の場合はマネジャーと呼び、他のスポー

ツとは区別されています。しかし、日本ではいずれも「監督」です。当

たり前のようですが、この「選手」と「監督」もよく考えると違和感が

生じてきます。選手とは、「選ばれて」試合に参加する者という意味でしょ

うか、「手」は相手や歌い手、好敵手などの手で人の意味でしょう。確かに、

試合に出るにはなんらかの選考があり、選ばれて出てくる。しかし、ど

うもスポーツの場合、「選ばれて」が強調されなくてもよいのではないか。

英語ではプレーヤーですね。つまりプレーする人。このプレーは、遊ぶ

という意味もあるし、楽器を演奏するときにも使います。ただ陸上競技

の場合は、プレーヤーとはいいません。レースをする人だからレーサー

かというと、それも使わない。レーサーはモータースポーツですね。じゃ

あ、なんていうか。アスリートか。あるいは、短距離選手ならスプリン

ターというように、スプリント（疾走）する人というふうにいいますね。
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そう考えていくと、どうもこの「選手」という言葉がぴったりこないよ

うに思えてきます。何気なく使っているので、普段はどうということが

ないのですが、考え込むとちょっと使いにくい言葉になってきます。

　で、「監督」。監督というと何か偉そうに感じます。「監督！」と声を

かけると威厳ある表情や姿勢で応じられそうです。読売巨人軍監督とい

うと、「偉い」という感じがしますね。軍を指揮する司令官、そんなイメー

ジでしょうか。監督は近づきにくい。そういうニュアンスもあります（ス

ポーツと「軍」つまり軍隊との関連についてはあとで触れます）。

　これをヘッドコーチというとどうでしょう。コーチという言葉は馬車

で目的地に連れて行くという意味があるそうです。選手を（おっと、思

わず使ってしまいました）目的地、つまり目標に導く人という意味にな

ります。ビジネス界ではコーチングといって、ビジネスマンのサポート

をする人がいます。もちろん、コーチと呼ばれています。スポーツから

きてビジネスに応用されたものです。「コーチング」というと、このビ

ジネスでのコーチングをさすと思っている人もけっこういます。

　このコーチたちのヘッドがヘッドコーチ。当たり前ですが、ヘッドコー

チもコーチのひとり。やはり監督とはイメージが違います。しかし、じゃ

あ監督という言い方はやめようとはまだまだならないと思います。日本

の多くのスポーツでは、監督という偉そうな人を求めているのかもしれ

ません。

　そう考えていくと、やはり「選手」という言葉に対する違和感がどこ

かにあり、日本では比較的新しい「アスリート」という言葉が好まれ使

われるようになったのかもしれません。スポーツ選手ではなく、アスリー
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ト。スマートなイメージがそこにあります。スポーツの世界は、何か新

しい方向を目指しているようにみえます。スポーツ選手を脱し、アスリー

トという新しい生き方を示している。アスリートという言葉にそういう

ものを感じます。

　なお、私が頻繁にアスリートという言葉を使うようになったのは、阪

神・淡路大震災後です。震災後、復興計画の一環として「神戸アスリー

トタウン構想」を実現すべく、1997年、その構想研究会が発足、私も

そのメンバーでした。ここで言うアスリートとは、次のようなものです。

・「身体を動かす」ことを通じて、心身を健康に保ち、自分を表現し、

積極的に楽しく生きようとする人が「アスリート」

・個々人が、それぞれの年代・それぞれの身体における最高の自己表現

をしたい・維持したいと望むとき、私たちは、その人を「アスリート」

と呼びたい。その時、高齢者も子供も障害者も、すべての人々がグッド・

アスリートたりえる。（以上は、「神戸アスリートタウン構想研究会提言

書」、1997年 12月より）

　ここでいう「アスリート」はこれまでとはやや異なる概念になってい

ますが、この研究会が 97年 4月 11～ 13日、2泊 3日で開催した「デ

ザインワークショップ」に参加した、アメリカの NATA（ナショナル・

アスレティック・トレーナーズ・アソシエーション、アスレティックト

レーナーの協会です。アスレティックトレーナーについては第 2部で

述べます）や NSCA（ナショナル・ストレングス・アンド・コンディショ

ニング・アソシエーション、体力強化やパフォーマンス向上を支えるコー

チたちの協会）、またアメリカのスポーツメディスンクリニックのドク
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ターや理学療法士たちに、こういう意味で「アスリート」を使っても英

語として問題はないかと聞いたとき、何も問題ないとのことでした。ま

た、アメリカでは、身体を使う工場労働者などを「コーポレート・アス

リート」と呼ぶことがあるとも教えてもらいました。

 体育会系

　ここで思い出したのですが、もうひとつ「体育会系」という言葉もあ

ります。現代ではむしろこの言葉のほうがよく使われているかもしれま

せん。「あいつは体育会系だから」というように。体育会系というのは、

スポーツをしていても、同好会やクラブチームではなく、大学の正規の

運動部、つまり体育会（東京大学は運動会と言っていますが）に属して

スポーツをしている人たちのことです。いわば「ギンギンの選手」とで

もいうか、「遊びでやっているのではない」というニュアンスがあります。

え？　スポーツってそもそも遊びじゃないの？　体育会系スポーツ（な

んかヘンですが）では、スポーツは遊びと捉えられていません。楽しく

やるなら、ほかのところでやれ。そんなふうに思われています。もちろ

ん、そんな感じではない楽しくやっている運動部もありますが、全体的

には「体育会系」というと、そういうイメージで捉えられています。

　余談になりますが、ある体育大学卒の人が、「よく文系、理系ってい

うけど、おれたちは体育会系だな」と冗談で言っていました。笑いまし

たが、実はこの冗談のような話にはけっこう重要な問題が含まれていま
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す。体育は文系か理系かという問題です。みなさんは、体育というと、

跳び箱やら鉄棒やら体操やら、なんだか知らないけれど、いやいややっ

ていた（あるいは楽しくやっていた）、算数や国語とは異なる別のもの

という理解かもしれません。しかし、スポーツ科学という言葉があるよ

うに、実際には体育には科学的分野がたくさんあり、完全に理系に属す

るものも少なくありません（運動生理学、バイオメカニクスなどが典型

ですね）。もちろん、体育哲学とか体育史など、文系に属するものもあ

ります。そう、体育学となると、それは文理統合の領域になるのです。

大学に行かれた読者は、大学でも体育の授業を受けられたでしょうか。

ある年齢より上の人は受けられたと思います。なぜなら、大学では一般

体育が必修科目だったからです。だったからというのは、今は選択科目

になっています。調べてみたところ、1993年 10月に発表された大学

設置基準の改正によって、そうなったのだそうです。つまり大学で体育

の授業をしなくてもよい。この変化に異を唱える先生がたは多かったの

ですが、体育の重要性を知らない人は、「何も大学で体育なんかしなく

ていいだろう」と思ったことでしょう（私も学生のころはそう思いまし

た。授業も何かごまかしのようなもので、つまらなかった。ただ、最初

に入った大学では 1年間同じ競技をすることになっていて、それはそ

れで面白いと思いました。「最初に入った」というのは、ある大学に入

り、5月にはやめることを決め、入部した陸上競技部は秋の大会まで続

け、退学して翌年別の大学を受験し、合格、こうして二つめの大学に移っ

たという経緯があるからです）。一般的には体育が学問のひとつである

という認識ももっていない人もけっこういるのではないかと思います。


	スポーツとスポーツメディスン　第一部
	はじめに
	目次
	第一部　スポーツについて
	スポーツとの出会い
	選手、監督、アスリート
	体育会系
	東大の体育
	体育の先生は万能？
	体育とスポーツ
	体育・スポーツと軍隊
	相撲部屋
	スポーツの悪いところ
	セクシュアルハラスメント
	ライフスキルプログラム
	スポーツと武道
	儒教的なもの
	スポーツはなんのためにあるか
	スポーツは見せるものだという考え方
	スポーツのみかた

	奥付




